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る
。

こ

の

オ
ー
ロ

ビ

ン

ド
・

ア

シ

ュ

ラ

ム

の

学

校
と

比
べ

る

と
、

日
本
の

仏
教
教
団
の

学
校
教
育
は

仏
教
の

理
念
を
充
分
に

生
か
し
切
れ
て

い

な
い

嫌
い

が

あ
る

。

　

第
三

発
表
者
の

宮
井
里

佳
氏
は

『

金
蔵
論
』

研
究
の

立

場
か
ら、

「

中

国
仏
教
の

唱
導
」

を
発

表
し
た

。

仏
教
教
育
は
「

法
会
」

の

場
で
一

般
の

人
々

に

行
わ

れ
て

き
た

。

法
会
の

中
に

「

唱
導
」

と

い

う
説
教
形
式
が
あ

り、

人
々

に

仏

法
を

わ
か

り
や

す

く
説
い

て

教
え
導
い

た
。

道

紀
撰
の

『

金

蔵
論
』

は
、

因
縁

譚
を
テ

ー

マ

ご

と

に

収
録
し
た

仏
教
の

要

文
集
で

あ
り、

説
法
の

種
本
と

し
て

用
い

ら

れ
た

。

こ

こ

に

説
か
れ

る

因
果
応
報

と
は
、

仏
法
を
迫
害
す
れ
ば

悪
果
が

顕
れ、

仏

法
を

護
持
す
れ
ば
、

善
果

が

顕
れ

る
と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

善
因
善
果
・

悪
因
悪
果
の

物
語
は
、

善

行
へ

の

志
向
を
高
め
、

社
会
の

安
定
の

た

め

に

有
益
で

あ
ろ

う
。

し
か
し

な

が
ら
、

説
か
れ
る
善
果
が
世
俗
的
な
価
値
観
や

地
位
と

結
び

つ

く
こ

と

は
、

既
存
の

社
会
の

悪
い

意
味
で

の

維
持
に
つ

な
が
る

。

ま

た
、

善
悪
が

仏
教
を

信
ず
る
か
否
か

の

観
点
で

説
か
れ
る
こ

と
は
、

仏
教
護
持
の

た

め

の

も
の

で

あ
っ

た

こ

と

を
意
味
す
る

で

あ
ろ

う
。

　

第
四

発
表
者
の

岩
瀬
真
寿
美
氏
は

教
育

学
の

立

場
か
ら

、

「

日

本
の

仏

教
教

育
」

と

い

う
テ

ー

マ

で

仏
教

教
育
の

人

問

形
成
的

意
義
を

考
察
し

た
。

イ
ン

ド

の

大
乗
仏
教
で

衆
生

が

如
来
に

な
る

べ

き
因
と

し
て

如
来
蔵

が

説
か

れ
た

。

こ

の

思
想
は

仏
性
に

繋
が
る

も
の

で

あ
り、

宗
教
的
情
操

教
育
に

生
か
す
こ

と

が

で

き
る

。

人
格
の

完
成
（
覚
者
の

完
成
）

を
目

的

と

す
る

点
で

仏
教
と

教
育
に

は
共

通
性
が
あ
る

も
の

の
、

（

道
徳）

教

育

に

は

限
界
が
あ
り、

宗
教
に

負
う
面
が
あ
る

。

宗
教
的
情
操
教
育
は

宗
教

の

教
化
的
性
格
を
強
調
す
る

も
の

で

は

な
く
慈
愛
的
な
も
の

で

あ

り
、

人

問
を
そ
の

ま
ま
肯
定
す
る

も
の

で

は

な
く
如
来
蔵
（

仏
性
）

を
肯

定
す
る

教

育
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

仏
教
に

お

け
る

宗
教
的
情

操
教

育
は

如
来

蔵

思

想
に

よ
る
人
間
形
成
の

可
能
性
を
探
る
こ

と
が
で

き
る

。

　

今
囘
の
パ

ネ
ル

で

は
、

フ

ロ

ア

か
ら

多
く
の

質
問
が
あ
り、

発
表
者
と

フ

ロ

ア

と
の

問
で

活
発
に
議
論
で

き
た

。

そ
の

た
め

、

教
育
の

現
代
的
な

意

義
だ
け
で

な
く、

仏
教
及
び

ヒ

ン

ド
ゥ

i
教
の

思
想
を
宗

教
教

育
に

生

か

す
今

後
の

可
能
性
を
一

緒
に

考
え
る

こ

と

が
で

き
た
こ

と
は

有
意

義
で

あ
っ

た
。

日
本
人
の

宗
教
性
を

間
う

　
　
　

　

欧
・

米
・

韓
・

日

の

宗
教
事
情
を
通
し

て

代
表
者
・

司
会
　
藤

　
能
成

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
原
田
哲
了

韓
国
の

宗
教
事
情
と

日
本
人
の

宗
教
性

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

藤
　
　
能
成

　

日

本
の

宗
教
学
・

社
会
学
の

研
究
者
が
「

日
本
は

非
宗
教
的
社
会
で

あ

る
」

と

見
て

い

る

通
り

、

日

本
人
の

生

き
方
は、

一

般
に

世
俗
化
さ

れ
て

お

り、

物
質
主

義
に

も
と
つ

く
自
己
中
心
的、

欲
望
追
求
的
生

き
方
を
す

る

人
が

多
く

、

宗
教
に

対
す
る

杜
会
的
評
価
も
低
い

。

多
く
の

人
々

が、

非
宗
教
的、

物
質
主

義
的
生
き

方
に

よ

り、

孤
独
・

虚

無
感
・

死
へ

の

恐

怖
等
の

精
神
的
苦
悩
に

苛
ま
れ
て

い

る

現
実
が
あ
る

。

し
か

し
一

方
で
、

日
本
を

訪
れ

る

韓
国
や

西
欧
の

人
々

や

研
究
者
か

ら、

そ
の

宗
教
性
を
高

132（854）
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く
評
価
さ

れ
て

い

る

事
実
が
あ
る

。

何
故
こ

の

よ

う
な

、

相
反
す
る

評
価

が

生

ま
れ

る
の

だ
ろ

う
か

。

　
発
表
者
は
、

日
本
人
の

宗
教
性
の

有
無
を

論
ず
る

上
で

「

宗
教
性
」

に

つ

い

て

「

物
質
的
次

元
に

生

き
る

人

間
が、

〈

祈
り
・

瞑
想
（

ま
た
は

浄

土

真
宗
に

お

け
る

念
仏
・

信
心
・

聴

聞
の

生
活）
〉

を
通
し
て

見
え
な
い

精
神
的
次
元
と

繋
が
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

自
己

中
心

的
欲
望
追

求
の

生

き

方
を

離
れ
、

無
私
の

想
い

で

自
身
の

役
割
・

仕
事
に

励
み
、

人

生
の

意
味

や
日
的
を

見
出
し、

物
質
主
義
に

起
因
す
る

と
こ

ろ

の

孤
独、

不
安、

虚

無
感、

死
へ

の

恐
怖
等
の

精
神
的
苦
悩
を
克
服
し
て

行
く
生

き
方
」

と

定

義
し

た

い
。

　
石
井
研
士
は
、

諸
統
計
の

結
果
か
ら
、

日
本
は

世

界
の

中
で

も
「

宗
教

性
の

低
い

国
」

に
分
類
さ
れ、

宗
教
団
体
へ

の

帰
属
意
識
は

他
国
と

比

較

し

て

著
し

く
低
く、

宗
教

団
体
へ

の

信
頼
度
も

低
く、

ま
た

自
覚
的
な

宗

教
意
識
や

宗
教
行
動
に

関
し
て

も、

回
答
率
が

低
い

こ

と
を

指
摘
す
る

。

そ

し

て

そ

れ

が
、

日
本
人
の

「

非
宗
教
性
」

と
と
も
に

「

宗
教
に
対
す
る

曖
昧
な
態
度
」

を
現
す
も
の

だ

と

す
る
。

　
藤
田
み

さ
お

は
「

死
へ

の

恐
怖
度
」

の

調
査
・

分
析
を

通
し
て、

日
本

人

は
、

東
洋
圏
・

西
欧
圏
の

国
々

の

中
で

「

死
へ

の

恐
怖
度
」

が
も
っ

と

も

高
い

こ

と

を

指
摘
す
る

。

死
後
の

転
生
を
信
じ
る

東
洋
圏
の

国
は
、

概

し

て

西
欧

圏
の

国
よ

り
死
へ

の

恐
怖
度
が
低
い

。

日

本
人
が
、

東
洋
圏
で

あ
り
な
が

ら
西
欧
圏
よ

り
高
い

恐
怖
度
を
示
す
理
由
と

し
て
、

特
定
の

宗

教
を

信
じ

ず、

来
世
を
信
じ
な
い

傾
向
を
挙
げ
る

。

　
韓
国
の

宗
教
人
口
は

総
人
口

の

約
半
分
で

あ
り、

仏
教、

改
新
教
（
プ

ロ

テ

ス

タ
ン

ト）
、

天
主

教
（

カ

ト
リ
ッ

ク
）

が
三

大
宗
教
で

あ
る

。

一

九
八
四

年
の

宗
教
意
識
調
査
（
韓
国
ギ

ャ

ロ

ッ

プ
調
査
研
究
所）

に

よ

れ

ば
、

韓
国
人
の

宗
教
へ

の

帰
属
意
識
や

、

宗
教
や
聖

職
者
へ

の

社
会
的
評

価
は

高
い

。

ま
た
、

韓
国
人
一

般
に

現
世
中
心

的
意
識
が

高
い

傾
向
が

あ

り
、

特
に

仏

教
徒
は

世
俗
的
・

迷

信
的
傾
向
が

強
い

。

宗
教

性
が

あ
り
な

が

ら
、

世
俗

化
さ

れ
て

い

る

と

い

う、

矛
盾
的
構
造
が

見
え
る

。

　
最
後
に

、

韓
国
と
の

比
較
か
ら

見
え
て

く
る
、

日
本
人
の

宗
教
性
に

つ

い

て

指
摘
し
た
い
。

韓
国
入
は

日
本
人
に

較
べ

て
、

宗
教
意
識

や、

宗
教

団
体
へ

の

帰
属
意
識、

聖
職
者
へ

の

社
会
的
評
価
が

高
く

、

日

本
よ

り
も

宗
教
的
な
社

会
で

あ
る
。

し
か
し
一

方
で
、

仏
教
と

改
新
教
の

間
に

は

社

会
的
摩
擦
が

見
ら

れ
る
。

ま
た

世
俗
的
傾
向
も
強
く

「

真
の

意

味
で

の

宗

教
性
」

が

高
い

と
は

言
い

難
い

。

こ

れ

は

仏
教、

改
新
教
な
ど
の

「

各
宗

教
が

広
ま
っ

て

い

て

も、

そ
れ
ら

の

教
義
の

本
質
が

必
ず
し

も

定
着
し

て

い

な
い
」

、

つ

ま

り
「

宗
教
の

世
俗

化
」

の

現
わ

れ
で

あ
ろ
う

。

　
第
二

次
大
戦
後、

日
本
の

教
育
は
、

宗
教
性
を
排
除
し、

科
学
主

義
・

物
質
主

義
を

基
盤
と

し
た

心

理
学
に

よ

り
進
め
ら

れ
た

た

め
、

人
々

は

「

科
学
こ

そ
が

真
実
」

と

考
え
る

よ
う
に

な

り、

宗
教

離
れ

と

世

俗
化
が

進
ん

だ
。

し

か

し
一

方
で

「

日
本
人
の

宗
教
性
」

は
、

韓
国
人

や
西
欧
人

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り、

秩
序
意
識、

謙
虚
さ、

勤
勉
さ

、

誠
実
さ

等、

宗
教
意
識
が

基
盤
と

な
る
よ

う
な
人
格
を
保
っ

て

い

る

面
が

あ
る

。

こ

れ
は
、

日

本
の

長
い

伝
統
に

お
け
る

集
団
的
秩
序
意
識
を
重
ん

ず
る

文

化
と
、

先
人
達
の

宗
教
的
精
神
生
活
が
積
み
重
ね
て

き
た

文
化
の

遺
産
に

よ

る
も
の

で

あ
ろ

う
。

日
本
人
の

生

活
の

中
に

巧
み
に

組
み

込
ま
れ
た

仏

教
・

神
道
等
を
基
盤
と

す
る
宗
教
的
精

神
文
化
が、

現
代
日
本
人
の

無
自

覚
的
「

宗
教
性
」

を
支
え
て

い

る
。

し
か

し
先
人
達
の

遺
産
と

し
て

の

宗

教

性
は、

現
代
の

非
宗

教
的

社
会
状

況
に

お
い

て

は

継
承
が

困
難
で

あ

り、

消
滅
へ

と

向
か
う
で

あ
ろ

う
。

日

本
人
は
、

科
学
主
義
・

物
質
主

義

（855）133
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的
生

き
方
の

問
題
性
に

気
づ

き
、

て

い

る
と

言
え
よ

う
。

真
の

宗
教
性
を
求
め
る

べ

き
時
を
迎
え

ア

メ

リ
カ

の

宗
教
事
情
と
日
本
人
の

宗
教
性

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

那
須
　
英
勝

　

日
本
社
会
は
「

非
宗
教
的
」

で

日
本
人
は
「

無
宗
教
」

だ

と

説
く
よ

う
に

な
っ

て

久
し
い

が
、

海
外、

特
に

米
国
の

日
本
宗
教
研
究
者
は
、

日
本
社

会
は

中
世
以

来
「

世
俗
的
な

宗
教
社

会
」

で

あ
り、

現
代
の

日
本
人
は

自

己
に

対
し
て

も
他
者
に

対
し

て

も
、

非
常
に

寛
容
で

多
元
的
な
宗
教
観
を

持
っ

て

い

る

と

評
価

す
る

こ

と
が

多
い

。

（
H

譽
閑
Φ

器
奠

穹
α

Oo

含
oq
 

6
飴
コ
餌

σ

ρ

、
、

§

欝
ミ
彎

沁

ミ
尉篤
o

器
［

H

ゆ
 
c 。］一

Ω
Φ
o

蒔
 

→

穹
餌
σ

ρ

Φ

F

陶
ミ

耐
ざ

議

ミ

ミ
§

ミ

、
ミ
ミ
昏

軸

ロ
Φ
 

ゆ］

等
∀

。

日

本

宗
教

に
対

す

る
こ

の

よ
う
な
評
価
の

違
い

が
生
じ
る

背
景
に

は
、

ま
ず、

米
国
の

日
本

宗
教
研
究
者
は

、

特
定
の

宗
教
的
信
仰
に

従
っ

て
生

活
す
る

こ

と
だ

け
で

な
く、

世
俗
的
な

環
境
の

中
で

宗
教
儀
礼
を

行
う
こ

と

や
宗
教
関
連
施
設

へ

参
拝
す
る

こ

と

も、

特
宀

疋

の

宗
教
に

対
す
る

信
仰
を
持
つ

こ

と
を

表
明

す
る
こ

と

と

同
様
に

重
要
な

宗
教
的

行
為
で

あ
る
と

考
え
る

点
が

あ
る

だ

ろ
う

。

例
え
ば

日

本
を

訪
れ

る

米
国
の

宗
教
砥
究
者
か
ら

「

イ
ス

ラ

ム

教

徒
の

年
間
の

メ

ッ

カ

の

巡
礼
者
数
（
二

五

〇

万
人
）

よ

り
も

、

伏
見
稲
荷

の

初
詣
者
数
（

二

七

〇

万
人
）

の

ほ

う
が

多
い

と
い

う
数
字
を
日

本
の

宗

教
批
評
家
は

過
小

評
価
し
て

い

る

の

で

は

な
い

か
」

と
い

う
意
見
を

聞
か

れ
る
の

は

私
だ

け
で

は

な
い

だ
ろ

う
。

し
か

し

米
国
の

宗
教

研
究
者
た
ち

が
驚
く
の

は
、

初
詣
な
ど

の

宗
教
行
事
に

お

い

て
、

米
国
人
の

常
識
を
遥

か
に
超
え
る

数
の

人
間
（

し

か

も
、

そ
の

大
半
が

自
分
を

「

無
宗
教
」

だ

と

考
え
て
い

る
）

が
、

非
常
に

狭
い

エ

リ

ア

に

建
て

ら
れ

た

宗
教

施
設
に

ト
ラ

ブ

ル

も
な
く
整
然
と

参
拝
で

き
る

の

は

ど

う
し
て

な
の

か
と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

　

日
本
人
の

道
徳
性
・

宗
教
性
に
つ

い

て
、

米
国
の

メ

デ

ィ

ア

は
、

東
日

本
大
震
災
直
後
に
、

米
国
社
会
で

は

考
え
ら
れ
な
い

秩
序
あ
る

行
動
を
し

た

こ

と

に

つ

い

て
、

様
々

な
報

道
が

な

さ
れ
た

こ

と

は

記
憶
に

新
し
い

が
、

そ
の

中
で

も、

宗
教
研
究
者
の

視
点
か

ら
は
、

震
災
発
生
一

週
間

後

（
三

月
一

七
・
一

八
日）

に
、

米
国
の

公

共
放

送
（

NPR

［
ラ

ジ

オ］
と
P

BS

［
テ

レ

ビ
］

）

に、

ダ

ン

カ

ン
・

ウ

ィ

リ
ア

ム

ス

氏
（
南
カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

大）
、

ジ
ョ

ン

：
不

ル

ソ

ン

氏
（
サ
ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

大）
、

ジ
ェ

フ

リ
ー
・

リ
ッ

チ
ー

氏
（
ベ

レ

ア

カ

レ

ッ

ジ
）

の

三

氏
に、

震

災
と
口

本
人

の

宗
教
観
に
つ

い

て

の

コ

メ

ン

ト
を

求
め

ら

れ
た

も
の

が
あ

り
大
変
興
味

深
い

。

三

氏
は

い

ず
れ

も
、

日
本
は

概
ね
世
俗
的
な
社
会
で

あ
る

が
、

非

常
の

事
態
に
直
面
し
た

時
に
は
、

そ
の

身
に

つ

い

た

宗
教
性
が

自
然
に

現

れ

て

く
る
と
い

う
。

し
か

し
そ
れ
は

米
国
人
が

考
え
る

よ

う
な

、

特
定
の

宗
教
的
教
義
に
も
と

つ

い

て

苦
難
の

原
因
を

宗
教
的
に

理
解
し

、

自
己
の

強
い

信
仰
に
よ

っ

て

乗
り
越
え
よ

う
と

す
る

も
の

で

は

な
い

。

被

災
地
に

お

い

て
、

倒
壊
し
た

建
物
に
無
言
で

合
掌
し
頭
を

下
げ
る
人
々

の

姿
に

こ

そ
、

日
本
人
の

深
い

宗
教
的
内
省
心
が

表
現
さ
れ

て

お

り、

ま
た
そ
の

よ

う
な
日
本
人
の

宗
教
性
を
、

社
会
的
に

最
も
よ

く
示
す
も
の

は
「

家
族
」

や
「

地
域
共
同

体
」

の

構

成
員
に

よ
る
「

宗
教

儀
礼
」

の

中
に

あ
り、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

の

中
で

粛
々

と

執
り
行
わ

れ
る

「

宗
教
儀
礼
」

に

こ

そ
、

日

本
人
の

宗
教
観
が

示
さ
れ

て

い

る
。

ま
た
、

震
災
の

よ

う
な
非
常
の

事
態

に

直
面
し
た

時
に

で

も
、

秩
序
あ
る

行
動
を

可
能
に

し
た
日
本
人
の

道
徳

性
・

宗
教
性
の

背
景
に

は
、

普
段
か
ら

様
々

な

宗
教
行
事
に

参
加

す
る
際

に

す
で

に

培
わ

れ

て

い

る

の

だ
ろ

う
と

分
析
し

て

い

る

と
こ

ろ

で

あ
る

。
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